	（様式第４号）
	塩田地域協議会　会議概要

	１ 審議会名
	塩田地域協議会
	

	２ 日　　　時
	令和3年10月28日　午後1時30分から2時10分まで
	

	３ 会　　　場
	塩田公民館　大ホール
	

	４ 出　席　者
	浅川委員、荒川委員、安藤委員、尾崎委員、工藤委員、小林委員、齊藤委員、龍野委員
寺尾委員、中村委員、浪方委員、室賀委員、若林（ひ）委員、若林（裕）委員
	

	５ 市側出席者
	間宮塩田地域自治センター長、小宮山地域振興政策幹、岩倉主査
	

	６ 公開・非公開
	公　開　・　一部公開　・　非公開
	

	７ 傍　聴　者　　０人　　記者　０人
	

	８ 会議概要作成年月日
	令和3年11月5日
	

	協　　議　　事　　項　　等

	次第
1 開会
2 会長あいさつ
3　協議事項
(1)上田地域における地域協議会の設置単位の見直しにかかる意見書への市からの回答について
　 事務局より配布資料を基に説明
（委員）新たな協議会においての部会についての人数、役割、開催回数、地域協議会と重複するとか等についてもう少し説明を聞きたい。
（事務局）部会の人数等についての詳細はまだ決まっていないので、今後つめていく。
（委員）新たな協議会において、塩田地域からは６名プラス１名ほどが委員として選出されるかと思うが、選出のしかたについてはどのようになるのか。
（事務局）委員の選考については、市民参加・協働推進課でとりまとめられる形が示されている。基本的には地域の特性や地域に必要な人選を考えている。
（委員）具体的な感じがわからないが、今の委員もその基準に合わせて選ばれてきているかと思うが、今ここにいる委員が主として選ばれるイメージなのか、それとも全く違う感じになるのか。
（事務局）いまのところ市の方針というか、こちらの考えている部分で、あて職にならないようにすること、地域の実情に合わせてやる気のある人を選出する。女性の登用率も考慮し、幅広い年齢層、幅広い分野についても考慮する。
（委員）あて職にならないようにということが入っており、あて職がダメということではなく、適任の方もいるとは思うが、あて職でくるものが自治連の関係はあまりにも多いので、その点が考慮されていて安心した。
（委員）委員については今までも３期６年を限度となっていたが、その部分についてはいきているのか。塩田がこの原案に賛成をした大きな理由というのが、まちづくり協議会があるので、できるだけそちらから委員を出してほしいという要望があったので反映してほしい。
（委員）新たな協議会の委員については、塩田からは６名ほどが選出されるが、従来の２０名の委員についても自治センターで人選をしている。これからは地域協議会からの要望で、まちづくり協議会のメンバーを中心に選抜をし、単にあて職でないことも加味し、自治センターの方で人選をするという流れでいいか。
（事務局）委員の選考というのは、自治センターでし、市民参加・協働推進課の方でとりまとめる。基本的には自治センターで人選をする。
4　その他

　 今後の予定について
　 次回協議会開催については、協議事項が出た場合に開催をする予定

5 閉会



